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全国の経験、ヒント満載！ 
「職場支部学習・交流講座」

『前衛』臨時増刊号を活動に生かすための 

インデックス（索引）

　「職場支部学習・交流講座」の『前衛』臨時増刊号は、支部の悩みにこた
え、展望をひらく宝庫、「深いところから力を発揮する共通の財産」（９中
総・志位和夫委員長あいさつ）です。このインデックス（索引）を活用して
臨時増刊号を活動に生かしましょう。（数字はページ）

第１部　分野別インデックス

自治体職場

〈報告〉
新自由主義の暴走─労働者のやりがいと誇りのじゅうりん　21㊤
自治体職場の生々しい実態　34㊦　→発言129㊦
「保育実践と保育運動、党活動は三輪車」　36㊤　→発言124㊦
現職中心に支部を再編したことが前進の力に　41㊦　→発言104㊦
「職場革新懇」で結びつき広がる　42㊦　→発言102㊤
空白職場に党支部をつくるために、あらゆる力を結集　45㊦

〈発言〉
「住民のために仕事したい」。職員の誠実さに依拠して働きかけ党員拡大
　自治体職場支部　吉田栄太郎　129㊦　→報告34㊦「ある自治体」
ワクワクする支部活動で「ネクスト」世代が成長。若い保育士を党に迎える
　西日本　公立保育所支部　川上知佐　124㊦　→報告36㊤「ある公立保育
園」
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現職中心の支部に再編、新たなつながりつくり「130％の党」実現めざす
　自治体職場支部　堀田真由子　104㊦　→報告42㊤「西日本の」、まとめ
58㊤「ある県庁」

「党の灯は消したらあかん」と、党勢拡大にとりくむ党員が広がる
　公立保育支部　田畑タネ子　102㊤　→報告42㊦「ある自治体」
組織率96％の組合を支える党づくりへ「ゆるカフェ」など次世代育成に努力
　東日本　自治体職場支部　小川淳一　106㊤
自治体職場での会計年度任用職員の労働組合への組織化と党づくり
　東日本　県労働部長　大寒鉄郎　116㊦
先月、７人目の働きかけで現職党員を迎えた
　東日本　自治体支部援助担当者　藤田和久　134㊦

学校職場

〈報告〉
教職員の長時間労働は重要局面　35㊤
「集い」を繰り返し開き仲間を誘うことから　38㊦　→発言108㊦
「支部会議はとても楽しい」と新入党員が成長　41㊤　→発言78㊦
地域での教育運動のなかで現職教員と結びつき　43㊦　→発言83㊦

〈発言〉
党員拡大こそ支部を変える─若い世代と活気ある支部活動に
　私立学校集合支部　静

じよう

春
しゆん

　108㊦　→報告38㊦「西日本の」、まとめ55
㊤「私学職場の」
つながりを大事に、思いに誠実に応えて、２人の若い現職教員が入党
　　西日本　労働部長　小川和夫　78㊦　→報告41㊤「西日本の」、まとめ
56㊤「ある県の労働部長」
退職教員の〝無料塾〟の取り組みで培われた結びつき生かして
　東日本　教職員支部　平野和　83㊦　→報告43㊦「東日本の」
２月に党員迎え支部再結成。毎週の支部会議を力に毎月、読者拡大
　東日本　教職員支部　神野翼　85㊦　→まとめ54㊦「ストンと…」、まと
め57㊦「会議では日曜版…」
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現職世代の支部再編で、党員拡大にも新たな一歩
　東日本　教職員支部　三村真理　92㊤　→まとめ54㊦「世の中に…」、ま
とめ57㊤「別の教職員支部」
青年、真ん中世代と「集い」で語り合い、若い世代が次々入党
　教職員労組グループ　八木虎之介　140㊤　→まとめ54㊦「歴史を前に
…」
職場に〝組合の風〟、〝政治の風〟を起こし、つながりを見出して
　東日本　教職員支部　里美さとし　63㊦　→まとめ55㊦「組合発行の」
「非常勤講師の」
職場の〝困り感〟を共有して仲間を迎え、支部で133％達成
　教職員支部　新垣結太郎　81㊤　→まとめ56㊦「ある教職員支部」、まと
め57㊤「ある教職員支部」

「わくわく未来一緒につくろう」─青年党員が「集い」を開き入党者も
　教職員組合党グループ　森川ひろし　138㊤

福祉・保育職場

〈報告〉
職場の実態と「130％の党」をつくる意義　34㊦
「保育実践と保育運動、党活動は三輪車」　36㊤　→発言124㊦
「職場革新懇」で結びつき広がる　42㊦　→発言102㊤
新入党員が職場の党員を党に迎え介護職場で支部結成　45㊦

〈発言〉
ワクワクする支部活動で「ネクスト」世代が成長。若い保育士を党に迎える
　西日本　公立保育所支部　川上知佐　124㊦　→報告36㊤「ある公立保育
園」

「党の灯は消したらあかん」と、党勢拡大にとりくむ党員が広がる
　公立保育支部　田畑タネ子　102㊤　→報告42㊦「ある自治体」
保育職場の民青同盟員４人を、支部の「集い」で党に迎える
　西日本　保育職場支部　まんばのけんちゃん　66㊤　→まとめ56㊤「民
間の」、まとめ57㊦「毎週…」
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みんなで学び成長できる党づくりで新たな支部を結成
　東日本　民間保育園支部　北星公子　97㊤　→まとめ57㊦「民間保育」、
まとめ59㊦「ある民間保育」

病院職場

〈報告〉
支部と党員の存在がかけがえのない役割　32㊦
たたかう労働運動の出番　36㊦　→発言72㊦
西日本の病院職場支部、看護師が相次いで入党　37㊦　→発言90㊤
学習も雑談もできる支部会議の定期開催　40㊦　→発言61㊤

〈発言〉
31年ぶりのストライキなど、要求運動の前進のなかで２人入党
　Ａ病院職場支部　なかよし　72㊦　→報告36㊦「今年の春闘」、まとめ52
㊦「医療職場」
病院支部･三つの努力で党員拡大へ─支部会議再開、つながりづくり、
「集い」
　民医連Ａ病院支部　池橋陽子　90㊤　→報告37㊦「西日本の」
〝真ん中世代が頑張らなければ〟と支部長として奮起。新入職員を党に迎える
　西日本　民医連病院職場支部　瀬戸よしみ　61㊤
　→報告40㊦「西日本の」
すぐ入党した職員に感動─支えあう仲間が増える喜びかみしめて
　東日本　病院党組織　山本弘　127㊤
学び、行動し、仲間をつくり─今大会期41人を迎えて
　中部地方　県民医連グループ　山田健一　142㊤

交通・運輸関係職場

〈報告〉
地域の労働者後援会のとりくみを通じて、ＪＲ後援会で２人が入党　46㊦

〈発言〉
若い労働者と結びつく努力おこない、真ん中世代を党に迎える
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　交通・運輸関係職場支部　寺山進　87㊦　→まとめ55㊦「仕事が始まる
前」
組合運動の世代的継承へ、若い世代との結びつきつよめ党員拡大の独自追求
　国労地本グループ　直江津の真鯛　99㊦　→まとめ59㊦「同時に」

金融・損保関係職場

〈発言〉
健全な損保産業をつくるため大きな党づくりが必要
　損保党組織　中村啓子　132㊤　→まとめ54㊦「損保職場」、まとめ57㊤
「大企業職場」
「職場９条の会」の結びつきを軸に「130％の党」を必ず
　東日本　金融職場支部　新倉治彦　70㊦

金属・電機・製造関係職場、大企業職場

〈報告〉
労組役員に親身な援助。金属情報分野の労働組合の28歳書記長が入党　38㊤
職場集会で青年労働者の声を代弁、7年間ほぼ毎年、青年を党に　39㊤

〈発言〉
〝職場に党員を増やすというのは、信念をもってブレない核をつくること〟
　東日本　ＪＭＩＴＵ県グループ　金属太郎　94㊦　→まとめ55㊤「金属
関係」、まとめ55㊦「職場の食堂で」
民青地区委員会の再建も展望し、それぞれの職場に民青班をつくりたい
　近畿　民間職場支部　星野牟来　119㊦
電機リストラとたたかい、メンタル疾患の労働者に寄りそい、党に迎える
　民間職場支部　北山修　122㊤

職場合同

〈発言〉
「政治を変えなければ未来は開けない」、「集い」重視し12人の党員拡大
　地区委員　栗谷健一郎　68㊤
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全党あげて労働者党員を増やすため職場合同支部結成に挑戦
　西日本Ｂ県　労働部長　小薮真一　114㊦

第２部　テーマ別インデックス 
―山下芳生副委員長の報告「４、『大運動』ですべての職場支
部が新しい党員を迎え、世代的継承をはかろう」にそって

（１）なぜ「１３０％の党」をつくることが必要なのか─「手紙」が示し
た「３つの理由」を職場分野に引き寄せてつかむ

〈報告〉
報告　31㊦～ 33㊦
「手紙」が示した「三つの理由」を職場分野に引き寄せてつかむ　31㊦
支部と党員の存在がかけがえのない役割　32㊦
「130％の党」をつくり反共攻撃に回答を　33㊦

（２）「手紙」の「返事」から学んだこと─職場の矛盾と要求が激化し、
たたかいが広がるなかで、党の存在意義がこれまでにもまして鮮明
に。職場における党の存在意義を深めあうことが、党づくりの出発点
となる

〈報告〉
報告　34㊤～ 37㊤
「職場を変えたい」─それを可能にするのが「130％の党」　34㊤　→発言
129㊦「自治体」
教職員の長時間労働は重要局面　35㊤
「保育実践と保育運動、党活動は三輪車」　36㊤　→発言124㊦「公立保育
所」
たたかう労働運動の出番　36㊦　→発言72㊦「病院」
すべての職場支部が「返事」を　36㊦
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〈まとめ〉
まとめ　52㊤～ 55㊤

〈発言〉
「住民のために仕事したい」という初心に依拠して　129㊦
　自治体　→報告34㊦
「保育実践と保育運動、党活動は三輪車」　124㊦
　公立保育所　→報告36㊤
31年ぶりのストライキ、職場で力発揮しているのは党員　72㊦
　病院　→報告36㊦、まとめ52㊦
病院で党を大きくすることが状況を変えるいちばんの力　90㊤
　民医連病院　→報告37㊦
党支部の衰退は労働組合の衰退と表裏の関係にある　75㊦
　県労働部長　→まとめ53㊦
健全な損保産業をつくるため大きな党づくりが必要　132㊤
　損保　→まとめ54㊦
学校職場、「130％の党」の提起が「ストンと落ちた」　85㊦
　教職員　→まとめ54㊦
学校こそ、理想を子どもたちに語らないといけない　92㊤
　教職員　→まとめ54㊦
歴史を前に進めるためにも学校職場での党勢拡大を　140㊤
　教職員労組　→まとめ54㊦
党員を増やすのは、信念をもってブレない核をつくること　94㊦
　金属関係　→まとめ55㊤
党員拡大こそが支部を変える　108㊦
　私立学校集合　→まとめ55㊤
「教え子を再び戦場に送らない」、言葉の重み感じて　63㊦
　教職員
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（３）「返事」には、「大運動」にふみだし、活動を飛躍させるヒントがいく
つも。困難も多い職場支部で、「職場で党の灯を消したくない」「労働
者のなかに党をつくりたい」という最大の願いをどう実現するか、

「返事」には、悩みとともに生きたこたえが示されている

①いかにして労働者との結びつきを広げるか
〈報告〉
報告　37㊦～ 38㊤
西日本の病院職場支部、看護師が相次いで入党　37㊦
　→発言90㊤「民医連病院」
労組役員に親身な援助。金属情報分野の労働組合の28歳書記長が入党　38㊤

〈まとめ〉
まとめ　55㊦～ 56㊦

〈発言〉
結びつき生かし、信頼関係を深めて看護師が相次いで入党　90㊤
　民医連病院　→報告37㊦
〝無料塾〟の活動で学生と結びつき新たな可能性　83㊦
　教職員　→報告43㊦
昼食時に流れるテレビニュースを話題にして政治対話　94㊦
　金属関係　→まとめ55㊦
昼休憩に「しんぶん赤旗」を広げ対話のきっかけつくる　87㊦
　交通・運輸関係　→まとめ55㊦
組合発行の情宣物を全職場に配布して対話広げる　63㊦
　教職員　→まとめ55㊦
教員採用試験の学習会を開催し、信頼を広げる努力　63㊦
　教職員　→まとめ55㊦
保育実践を通じた信頼で、若い世代４人が入党　66㊤
　保育　→まとめ56㊤
労働者の願いに、誠実に、ていねいにこたえて　78㊦
　労働部長、教職員　→まとめ56㊤
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ふだんからのつながりが大事。〝困り感〟を共有　81㊤
　教職員　→まとめ56㊦
「職場９条の会」の結びつきを軸に党員迎える　70㊦
　金融

②どうやって「入党の働きかけの日常化」をはかるか
〈報告〉
報告　38㊦～ 40㊤
「集い」を繰り返し開き仲間を誘うことから　38㊦
　→発言108㊦　私立学校集合
職場集会で青年労働者の声を代弁、7年間ほぼ毎年、青年を党に　39㊤

〈まとめ〉
まとめ　58㊤

〈発言〉
私学教職員、「集い」を繰り返し開き仲間を誘うことから　108㊦
　私立学校集合　→報告38㊦
「職場革新懇」で結びつき広げ、みんなでとりくみ　102㊤
　公立保育　→報告42㊦
「130％の党」への目標を決めて具体的に相談　104㊦
　自治体　→まとめ58㊤
衆院比例候補を招いた「集い」で青年が入党　66㊤
　保育
「集い」のとりくみを重視し１２人の党員拡大　68㊤
　地区委員、職場合同
アットホームな座談会、「ゆるカフェ」など努力　106㊤
　自治体
自治体職場、地方議員の結びつき軸に組合への組織化、党づくり　116㊦
　県労働部長、自治体
「まずはバッターボックスにたつこと」。悩みを聞くことから　124㊦
　公立保育所



11

入党の訴えに失敗はない。ともに楽しみ、生き方が重なる対話　132㊤
　損保
「わくわく未来一緒につくろう」と「知る会」を定期開催　138㊤
　教職員組合
「学校現場で働くコミュニストの集い」などで語り合い　140㊤
　教職員組合

③いかにして全党員を結集し、新入党員の成長を保障する支部活動をつくる
か

〈報告〉
報告　40㊤～ 42㊦
学習も雑談もできる支部会議の定期開催　40㊤　→発言61㊤　民医連病院
「支部会議はとても楽しい」と新入党員が成長　41㊤　→発言78㊦　労働部
長、教職員
現職中心に支部を再編したことが前進の力に　41㊦　→発言104㊦　自治体

〈まとめ〉
まとめ　56㊦～ 58㊤

〈発言〉
顔を合わせ、学習も雑談もできる支部会議の定期開催　61㊤
　民医連病院　→報告40㊦
楽しい支部会議で新入党員が成長、同世代を党に迎える　78㊦
　労働部長、教職員　→報告41㊤
現職中心に支部を再編したことが前進の力に　104㊦
　自治体　→報告42㊤
支部会議が「明るく明日を迎えられるような会議」に　81㊤
　教職員　→まとめ57㊤
支部会議は「居心地のいい場所、共感してくれる場所」　92㊤
　教職員　→まとめ57㊤
「日本共産党の百年」は「確信になります」　132㊤
　損保　→まとめ57㊤
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記念講演の学習で「心が元気になりました」　97㊤
　民間保育園　→まとめ57㊦
「会議では日曜版を読んで学習」。毎月読者を拡大　85㊦
　教職員　→まとめ57㊦
支部会議で新聞当番決め日刊紙を読み合わせ　66㊤
　保育　→まとめ57㊦
コロナ下、病院で支部会議を開く工夫　90㊤
　民医連病院
現職世代の支部再編で、党員拡大に新たな一歩　92㊤
　教職員
支部の中に五つのチームつくり支部会議と別に学習　142㊤
　県民医連グループ

④現職党員がほとんどいない職場支部で、どう労働者との結びつきを広げ、
党づくりの展望をきりひらくか

〈報告〉
報告　42㊦～ 44㊤
「職場革新懇」で結びつき広がる　42㊦　→発言102㊤　公立保育
地域での教育運動のなかで現職教員と結びつき　43㊦　→発言83㊦　教職員

〈発言〉
「職場革新懇」で結びつき広げ、みんなでとりくみ　102㊤
　公立保育　→報告42㊦
地域での教育運動のなかで現職教員と結びつき　83㊦
　教職員　→報告43㊦
自治体職場で地方議員の結びつき軸に組合への組織化、党づくり　116㊦
　県労働部長、自治体
困った労働者の相談に乗り、労働運動を通じて党に迎える　122㊤
　大手電機
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（４）党勢拡大の独自追求と、「返事」に学んだ法則的活動を一体的に追求
しよう

〈報告〉
報告　44㊤～ 44㊦
〈発言〉
なぜ党をつくる必要があるのか、綱領実現の立場でふみこんで深める　75㊦
　県労働部長
「独自追求」の提起ふまえ、三つの目標決めてとりくみ党員迎える　104㊦
　自治体
全ての自治体での党支部確立めざす５年間をめどにした目標を決めて　116㊦
　県労働部長、自治体

（５）全党の力で職場に党を─地域支部の労働者党員が、職場に党をつく
る展望をもって

〈報告〉
報告　44㊦～ 47㊤
党機関が入党した労働者党員の実情をよく聞いて　45㊦
空白職場に党支部をつくるために、あらゆる力を結集　45㊦
地域の労働者後援会のとりくみで職場と地域の党員が交流　46㊤
新しい提起─職場支部の退職党員が、居住地で労働者党員の援助を　46㊦
大阪・北福島地区委員会、退職党員の転籍を系統的に推進　49㊤
ある地域支部の「返事」、退職党員を地域支部があたたかく迎える　49㊦

〈まとめ〉
まとめ　58㊦～ 59㊤

〈発言〉
現職中心に支部を再編したことが前進の力に　104㊦
　自治体　→報告42㊤
退職党員が役割を発揮し、職場支部の援助を　75㊦
　県労働部長　→まとめ58㊦
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党市委員会と地域労働者後援会とで「集い」　68㊤
　地区委員、職場合同
現職世代の支部再編で、党員拡大に新たな一歩　92㊤
　教職員
職場支部援助委員会の課題として転籍を推進　111㊦
　地区職場援助委員会
全党あげて労働者党員を増やすため職場合同支部結成に挑戦　114㊦
　県労働部長
全自治体職場での党支部確立を目標に党づくり、労働組合建設　116㊦
　県労働部長、自治体
民青地区委員会の再建も展望し、それぞれの職場に民青班を　119㊦
　製造関係
退職党員の援助で病院法人全体の党員会議。1年で4人の党員迎える　127㊤
　病院
現職党員がいない自治体職場、7人目の働きかけで現職党員迎えた　134㊦
　自治体支部援助担当
職場援助委員会で困難な職場支部を粘り強く援助。党員を迎える　136㊤
　地区職場援助委員会

（６）党機関の役割をどう発揮するか─職場支部に対する「基本姿勢」、
「双方向・循環型」の活動、労働組合グループとの連携、退職党員の
転籍

〈報告〉
報告47㊦～ 50㊦
岩手県委員会、職場支部が「返事」を書くことに「最大の援助」を　47㊦
山形県委員会、すべての職場支部を援助するため県、地区が力あわせて　48㊤
大阪・北福島地区委員会、退職党員の転籍を系統的に推進　49㊤
ある地域支部の「返事」、退職党員を地域支部があたたかく迎える　49㊦

〈まとめ〉
まとめ59㊤～ 59㊦
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〈発言〉
綱領実現と労働組合運動の未来へ「130％の党」づくりが不可欠
　西日本Ａ県　労働部長　山口拓三　75㊦　→まとめ53㊦、58㊦
地域内の労組訪問に粘り強く取り組み変化を実感
　西日本　Ａ地区職場援助委員会　木下太郎　111㊦
「手紙」の威力は抜群、すべての職場支部で「返事」を
　西日本Ｂ県　労働部長　小薮真一　114㊦
自治体職場での会計年度任用職員の労働組合への組織化と党づくり
　東日本　県労働部長　大寒鉄郎　116㊦
先月、７人目の働きかけで現職党員を迎えた
　東日本　自治体支部援助担当者　藤田和久　134㊦
職場援助委員会で困難な職場支部を粘り強く援助し、新しい党員を迎える
　西日本　Ａ地区委員会　緒方瑛太　136㊤

選挙勝利へ、職場支部が２つの面で力の発揮を（「山下芳生副委員長のまと
め」より）

〈まとめ〉
まとめ59㊦～ 60㊤

〈発言〉
Ｔシャツも作成し「選挙に行こう」とスタンディング宣伝　97㊤
　民間保育園　→まとめ59㊦
サポーターの青年が選挙をたたかうなかで入党　99㊦
　交通・運輸関係組合　→まとめ59㊦
衆院比例候補を招いての「集い」にとりくむ　66㊤
　保育
駅前での署名活動で対話力、発信力を磨く　142㊤
　県民医連グループ
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　〈決議案の構成〉
第１章　国際情勢と改定綱領の生命力
第２章　自民党政治のゆきづまりと日本共産党の任務
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